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極彩色で彩られていた日本の建築

城　一夫　共立女子短期大学

色感は四季 ・ 勘か ら？

小町谷　朝生　榮京芸術大学

　昨年末，学生を引率して Eヨ光東照宮に研修旅行に行

っ た とき，菓照宮の若い神官が 「昭和の初めに ドイツ

の建築家のブル
ー

ノ ・タウ トと い う人がや っ Z 来て ，

日光柬照宮を醜悪な建物と云 っ たため に，東照宮は長

い 間，建築家の問で高い 評価を受けなか っ た」と残念

そうに話 して い た 。 色彩建築を数多く作 っ た表現派の

タ ウ トが桂離 宮を絶賛 し ， El光 東照 宮を 「建築の堕

落」と評した こ とが ， そ の後の 日本建築 ， 特にモ ダン

建築の潮流の中で の悪評を決定的に して しまっ た こ と

は間違 いのな いこと で ，
この若い宮司の憤懣やるかた

な い 悔 しざを充分に理解ざせるも の で あ っ た。

　日光東照宮は徳川家康の廟所であり，そ の 建築様式

は陰陽五行説 に忠実に従 っ て建造された 。 建築の色彩

は ， 五 行 の 色 （青 ＝ 緑 ， 赤， 黄 ＝ 金色 ， 白， 黒）で 彩

色されて お り，そ こ に は龍， 鳳凰 ， 麒麟 ， 白虎な どの

鑒獣を始めとして 12支，そ して牡丹 ，
蓮などの 華麗な

動物や植物の建築装飾が極彩色で彩 られて い る 。 江戸

時代の 日光栗照宮の参拝客は ， こ の極彩色に彩 られた

家康公 の 廟所の 華麓 さを見て，陽明 門前 で 旧 暮らし

の門」とい われるほど茫然と立ち尽 くして い たと いわ

れるのも ， 無理か らぬ こ と と 思われる 。

　古来，日本建築は華麗な色彩に彩られ て い たの で は

なかっ たか。 京都遷都千二 百年祭で 再現された平安京

の遺影 は ， まさ に 羅城門から朱雀門 ， 大極殿 に 至る ま

で の平安京の建物や伽藍が朱と白と緑とそ して黄金の

仏像群に彩られて い た こ とを物語 っ て い る 。 我 々は こ

の 当時の 平安京の 建物を現在の平安神宮 の 朱と白と緑

の色彩に そ の面影を伺う こ とが出来る の である 。 また ，

現在，重厚 な建造物と して 知 られて い る 蓮華王 院 （三

十三 間堂）もまた朱色に 彩 られて い たと い う こ とが最

近の研究 で 分か っ て き た 。 さ らに 法隆寺も 朱 に彩 ら れ

て いたことは ， 昨年の色彩学会 で発表された通 りであ

る 。 いずれにせよ ， 従来の日本建築は極彩色 で彩色さ

れて い た とい う 点から日本入 の も っ て い る 色彩観をも

う
一

度見直す必要がありそ う で ある 。

　い まは昔，非常勤で出て い た大学で 学生 たちに色紙

で感情表現を試みさせて い た こ ろの話 。 ごく箇単な課

題 を与 え て ， 何か しら表現 して もら っ て い た ときの こ

とだが，四季 とい っ た ら通 じな い学生が
一

人 い た 。 彼

女は 「わた しの国 に は季節の 変化ありませ ん」などと，

かわいげない こ とをかわい い顔して い っ て，私に 目を

回させた 。 当方も若くて ， 純情で ， 無知だ っ た 。

　沖縄の サク ラ はべ ニ ヒ カ ン ザク ラ と い う種類で ある 。

それが気温のせ いか，咲き始めると延々
一

カ月間咲き

続ける 。 つ ま り ， 咲き始めはきれいなのだが，

一
週間

も経 つ とシ ョ ボク レて き て ， そんな感 じの まま以後の

三 週間は枝にしが み つ い て い る 。 だか ら，朝日で 見よ

うと，ち っ とも いさぎよ くな い 。 沖縄でヤマ ト心を間

おうなどとはそれ自体認識不足なの だが ， それに して

も そ こ にはひ ど い感覚落差がある 。

「感覚」と い う も のがどうすれば う まく育つ の かも う

一
つ 分からな い で い るが，どうや ら自然育成的な面が

大 きい意味をも っ て いるら しい 。 とすれば ， ONA の

問題 よりも ， 日常 の 起居 の ふ るま い
一

切 の ほうが ， 重

要な要素になると い う こ とだろう 。 さすれば，目配り

心 くばりと い う 言葉がある の だ か ら ， 「感覚 くばり」

と い う言葉が あ っ て い いだろう 。

　四季の 季節感の 変化につ い て の 感覚も，歌詠み の伝

統に 触れ て い る われわれ に あ っ て は，シ ャ
ープな感寛

くばつで感度よくとらえ られ るはすである 。 しがみつ

くサクラ しか見 て い な い 人 の サク ラ 観 は ， やはりしが

み つ き流 で あ っ て，駒がいさむサクラに関われな い。

　色彩感覚も ， 日常的な目配 り ・感覚 くばりによ っ て ，

鈍 に い る ままよりは 洗練で き る だろ う 。 つ ま り は，心

がけ次第 。 「ま こ との み 言い 述 べ ん」と力み 返 る の は

ウ ソ を っ く よ り ま だ ま しか も しれな い が
，

そ れ も 所詮

は細工のうち，自然に洗練された色彩感覚が流れ出る

ようになればいいな あ と案 じ八べ っ て しまうのは ， ど

うやら 「老 いの 小文」で ， お節介やき の 年齢にな っ て

しま っ た と い う こ とで ある らしい 。
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